
学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
、11
月
４
日
に
母
体
で

あ
る
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら
1
4
3
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、1
日
に
創
立
記
念
祭
お
よ
び
関
係
物
故

者
慰
霊
祭
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
執
り
行
っ
た
。

創
立
記
念
祭（
斎
主
＝
大
野
靖
仁
・
法
人
参
事
、

神
殿
奉
斎
員
）
は
神
殿
で
斎
行
さ
れ
、
佐
栁
正
三

理
事
長
、
針
本
正
行
学
長
ら
が
参
列
し
、
本
法
人

お
よ
び
設
置
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
た
。

そ
の
後
の
直
会
で
は
、
佐
栁
理
事
長
が
「
少
子
化

の
波
が
法
人
傘
下
各
校
に
も
確
実
に
表
れ
て
き
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
役
割
の
中
で

最
大
の
力
を
発
揮
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

関
係
物
故
者
慰
霊
祭
（
斎
主
＝
星
野
光
樹
・
神

道
文
化
学
部
准
教
授
、
神
殿
奉
斎
員
）
は
、
創
立

以
来
物
故
し
た
役
教
職
員
や
学
生
生
徒
、
と
り
わ

け
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た
法
人
傘
下
各
校
の

関
係
者
の
御
霊
を
迎
え
、
百
周
年
記
念
館
記
念
講

堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。
佐
栁
理
事
長
、
針
本
学
長

を
は
じ
め
、
法
人
、
大
学
の
役
教
職
員
、
遺
族
、

学
生
ら
が
参
列
。
斎
主
に
よ
る
祭
詞
奏
上
の
後
、

学
生
の
奉
仕
に
よ
る
慰
霊
の
舞
や
、
フ
ォ
イ
エ

ル
・
コ
ー
ル
混
声
合
唱
団
に
よ
る
追
悼
歌
な
ど
が

奉
納
さ
れ
た
。
佐
栁
理
事
長
、針
本
学
長
に
続
き
、

ご
遺
族
や
学
生
代
表
ら
が
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ
拝

礼
し
、
物
故
者
を
し
の
ん
だ
。

近
年
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
急
速
な
普
及
に
よ

り
、学
び
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

か
つ
て
教
室
で
の
み
行
わ
れ
て
い
た
講
義
が
、
い

ま
や
自
宅
や
電
車
内
で
も
受
講
可
能
と
な
っ
た
。

時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
柔
軟
性
は
、
学
び
の

機
会
を
広
げ
、
多
様
な
背
景
を
も
つ
人
々
に
新
た

な
学
習
の
道
を
開
い
て
い
る
▼
と
り
わ
け
注
目
さ

れ
る
の
が
、社
会
人
に
よ
る
ス
キ
ル
習
得
で
あ
る
。

専
門
講
座
や
動
画
教
材
を
通
じ
て
、
短
期
間
で
の

能
力
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
転

職
を
目
指
す
人
々
に
は
強
力
な
武
器
と
な
り
、
従

来
の
学
歴
偏
重
の
就
職
市
場
に
お
い
て
、
新
た
な

評
価
軸
を
提
示
し
始
め
て
い
る
▼
し
か
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
に
は
課
題
も
多
い
。最
大
の
壁
は「
継

続
の
難
し
さ
」だ
。
教
室
で
の
対
面
授
業
に
比
べ
、

孤
独
感
を
抱
き
や
す
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
が
困
難
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
学
び
を
深
め

る
上
で
不
可
欠
な
「
対
話
」
や
「
偶
発
的
な
出
会

い
」
が
乏
し
く
な
る
こ
と
も
、
学
び
の
質
に
影
響

を
与
え
る
▼
大
学
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
」

の
設
計
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
知
識
の
伝
達
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
、議
論
や
実
習
は
対
面
で
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
工
夫
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
教
育
と
は
、
単
に
知
識
を
得
る
だ
け
で
な

く
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
る
も
の

だ
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
を
生
か
し
つ
つ
、
血

の
通
っ
た
学
び
を
い
か
に
守
る
か
が
大
学
に
課
さ

れ
た
問
い
で
あ
る
▼
学
び
の
か
た
ち
は
変
わ
っ
て

も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
「
知
を
求
め
る
心
」
は
変

わ
ら
な
い
。
私
た
ち
は
今
、
そ
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
未
来
の
学
び
を
再
設
計
す
る
時
代
の
た
だ
中

に
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

は
る
か
す
も
の

み

経済学部・小野正人教授

研究開発推進機構・星野靖二教授

新企業創出における地域コミュニティーの役割新企業創出における地域コミュニティーの役割

日本の「宗教」と「無宗教」 日本の「宗教」と「無宗教」 

研

聞
に

く

者究

4・5 面に続く

日
本
社
会
は
無
宗
教
だ
─
─
至

る
と
こ
ろ
で
耳
に
す
る
フ
レ
ー
ズ

だ
。
し
か
し
こ
う
し
た
宗
教
の
捉

え
方
は
、明
治
期
以
降
、「
宗
教
」

概
念
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で

形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
、
宗
教
学
を
専
門
と
す
る
星
野

靖
二
・
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授

は
語
る
。
私
た
ち
の
「
宗
教
」
を

め
ぐ
る
思
考
の
あ
り
よ
う
は
、
あ

る
い
は
時
代
の
流
れ
と
共
に
形
成

さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
は
な
い

か
、
と
。

歴
史
を
ひ
も
と
く
な
か
で
見
え

て
く
る
の
は
、
明
治
期
の
キ
リ
ス

ト
者
や
仏
教
者
た
ち
を
中
心
に
、

西
洋
的
な「
宗
教
」の
概
念
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
考
え
を
巡
ら
せ
、
発

言
し
て
い
っ
た
宗
教
者
た
ち
の

姿
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、

そ
う
し
た
思
想
の
流
れ
を
た
ど
り

つ
つ
、
現
在
の
私
た
ち
の
足
元
を

見
つ
め
直
す
。

新
た
に
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
こ
と
は
、
本
来
と
て
も
幅
の

広
い
営
み
だ
。
生
き
馬
の
目
を
抜

く
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の
み

に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
の
な
か
に
も
、
新
事

業
の
創
造
の
種
は
あ
り
、
そ
の
芽

を
地
面
か
ら
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
、「
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
専
門
と
す
る
小

野
正
人
・
経
済
学
部
教
授
の
話
を

聞
い
て
い
る
と
よ
く
わ
か
る
。
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
も
と
に
起

業
す
る
こ
と
も
、
課
題
を
抱
え
る

地
域
の
た
め
に
奔
走
す
る
こ
と

も
、
同
じ
地
平
で
眺
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
の
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
そ
の

可
能
性
を
探
索
す
る
。

創
立
記
念
祭
お
よ
び

�

関
係
物
故
者
慰
霊
祭
を
執
行

［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目10-28　［電話］03（5466）0130　［FAX］03(5466)0528
定期号（毎月20日発行）　1部20円

祭　儀 ■ 月次祭・新嘗祭　12月1日（月）　午前10時　神殿

主な内容

K：DNA最終面から

２面／渋谷区民大学講座 文学と美術史の視点で江戸文化を語る　３面／人間開発学部 学びの成果を地域に還元
４・５面／研究者に聞く　６面／令和8年度 学費一覧　

Ⅰ面／陸上競技部 全日本大学駅伝 4位　野中選手が3区 区間賞　Ⅱ面／男子卓球部 10年ぶり1部昇格 入れ替え戦で劇的勝利

「
風
の
お
と
」

雪
の
來
る
こ
と

お
そ
き
年　

と
思
ひ
居
り
。

　

羽
織
の
し
つ
け

　

と
り
て
著
む
と
す

�
『
春
の
こ
と
ぶ
れ
』

令和7年11月20日㈭
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理事長・学長らが展墓

学校法人国学院大学では、創立記念日を迎える
にあたり、佐栁正三理事長、針本正行学長はじめ
役員らが10月22日、豊島岡御墓所に皇典講究所初
代総裁・有栖川宮幟仁親王と高松宮宣仁親王・同
喜久子妃の御墓所を参拝した。 続いて護国寺檀徒
墓地において、皇典講究所初代所長・山田顯義伯
爵と戦後の混乱期に本学をけん引した石川岩吉・
元理事長兼学長の展墓を行った。

戦没先輩学徒慰霊祭を斎行

戦没先輩学徒慰霊祭が10月14日、渋谷キャンパ
スの正門横の「學徒慰霊之碑」と「建碑来歴碑」
前で斎行された。

これらの碑は、日中戦争から太平洋戦争におい
て、学業半ばで戦没した本学学生や、教職員、院
友（卒業生）らを慰霊するために昭和43（1968）
年に建立された。慰霊祭は、本学独自の学徒出陣
の壮行会が行われた10月14日に合わせて46年か
ら斎行し、今回で55回目となる。

当日は、戦没先輩学徒慰霊祭実行委員会の学生
をはじめ、教員らが参列した。学生による「浦安
の舞」の奉奏などが執り行われ、慰霊碑に祀

まつ

られ
ている御霊を慰霊した。

永年勤続者表彰に24人

学校法人国学院大学では、創立記念日を迎える 
にあたり、11月1日に渋谷キャンパスで勤続40・
30・20年の節目を迎えた法人・各設置校の教職
員を表彰した。当日は佐栁正三理事長から表彰状
が手渡された。対象者は24人（敬称略）。 

【勤続40年】小柳圭子（大学）、 児玉晃和（国学院高
校）、大瀬裕司、城戸友行（以上国学院大学久我山高校）

【勤続30年】鵜澤英子、本浪義武（以上大学）、飯
島利一（国学院高校）、龍見洋子（国学院大学久我
山高校）、小林育代（国学院大学附属幼稚園）、桺
橋智美（国学院幼稚園）

【勤続20年】淺井理恵子、木原志乃、高橋信行、
高内寿夫、廣瀬美佳、平地秀哉、平藤喜久子、廣
井雄一、齊藤智朗、田中裕巳、志水志保、大島康
子（以上大学）、加

藤

由香、山田諭（以上国学院大
学久我山中学校）

教職員人事
【採用】
◆大学事務局◇嘱託▷柴原美智子（総務部校友課）
� 以上、令和7年11月1日付

登録日本語教員養成機関として登録
国学院大学は、令和7（2025）年10月31日付で文部科

学省より登録日本語教員養成機関として登録された。
この登録は、「日本語教育の適正かつ確実な実

施を図るための日本語教育機関の認定等に関する
法律」（令和5年法律第41号）第61条に基づくも
ので、日本語教員の専門性と教育の質を確保する
ことを目的としている。

登録を受けた本学では、令和8年4月1日から養成業
務を開始し、日本語教員養成課程の履修者は国家資
格である「登録日本語教員」の資格取得を目指すこ
とが可能となる。

令
和
7
年
度
渋
谷
区
民
大
学
講
座
「
蔦

重
・
歌
麿
と
そ
の
時
代
―
浮
世
絵
と
出
版
文

化
―
」
が
10
月
18
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常

磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
講
座
は
、
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
か
ら
開
講
し

て
お
り
、
現
在
は
、
平
成
29
年
に
締
結
さ
れ

た「
Ｓ

−
Ｓ
Ａ
Ｐ（
シ
ブ
ヤ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
）
協
定
」
に
基

づ
い
て
渋
谷
区
民
を
中
心
に
、
広
く
教
育
・

生
涯
学
習
に
係
る
支
援
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。
今
回
は
、
中
村
正
明
・
文
学
部

日
本
文
学
科
教
授
と
、
藤
澤
紫
・
同
哲
学
科

教
授
が
登
壇
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
も

お
な
じ
み
の「
蔦
重
」こ
と
蔦
屋
重
三
郎
と
、

人
気
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
喜
多
川
歌
麿
を
取

り
上
げ
て
講
演
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
江
戸
時
代
の
出
版
文
化
と
戯

作
を
専
門
と
す
る
中
村
教
授
が
登
壇
し
た
。

ま
ず
、
当
時
の
江
戸
の
本
屋
は
、
漢
籍
や
古

典
籍
と
い
っ
た
学
術
的
な
内
容
の
本
を
扱
う

書し
ょ

物も
つ

問ど
ん

屋や

と
、
蔦
屋
重
三
郎
な
ど
庶
民
向
け

の
娯
楽
書
を
扱
う
地じ

本ほ
ん

問ど
ん

屋や

の
大
き
く
２
種

類
に
分
け
ら
れ
る
と
紹
介
。「
地
本
」
と
は

「
そ
の
土
地
で
生
ま
れ
た
本
」
を
意
味
し
、当

時
、文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
上
方（
関
西
）

か
ら
の
「
下
り
も
の
」
と
は
一
線
を
画
す
、

江
戸
独
自
の
文
化
を
創
造
す
る
の
だ
と
い
う

気
概
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
と
説
明

し
た
。
ま
た
、
蔦
屋
重
三
郎
が
手
掛
け
た
多

彩
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
江
戸
に
お
け
る
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
の
出
版
の
役
割
と
社
会
へ
の

影
響
を
解
説
し
た
。

続
い
て
、
日
本
美
術
史
、
特
に
浮
世
絵
を

専
門
と
す
る
藤
澤
教
授
が
登
壇
。
浮
世
絵
の

制
作
に
お
い
て
、
版
元
は
単
な
る
本
屋
で
は

な
く
、「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
あ
る
い
は
「
企

画
を
立
案
す
る
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
述
べ
、喜
多
川
歌
麿
に
つ
い
て
、

「
江
戸
名
物
錦
画
耕
作
」な
ど
の
作
品
を
投
影

し
な
が
ら
蔦
屋
重
三
郎
と
の
関
わ
り
を
説
明

し
た
。
最
後
に
は
、
本
学
所
蔵
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
数
々
を
、
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介

し
た
。

講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
両
名
が
登
壇
し
、
文
学
と
美
術

史
の
垣
根
を
越
え
江
戸
文
化
の
本
質
に
迫
っ

た
＝
写
真
。
藤
澤
教
授
が
「
江
戸
時
代
の
文

学
作
品
や
浮
世
絵
は
、
一
見
す
る
と
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
の
時
代
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
地
震
や
洪
水
と
い

っ
た
天
災
が
多
発
す
る
な
ど
、
社
会
情
勢
は

決
し
て
明
る
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ

た
」
と
説
明
し
、
両
名
は
「
そ
う
し
た
暗
い

世
相
に
対
し
、
蔦
重
の
よ
う
な
出
版
業
界
の

人
々
が
『
世
の
中
を
元
気
づ
け
た
い
』
と
い

う
思
い
で
、
明
る
い
作
品
を
生
み
出
し
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
考
察
し
た
。

最
後
に
参
加
者
と
の
活
発
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

第
　
　
　回
72

の
西
洋
史
・
東
洋
史
研
究
を
担
う
人
材

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
上
重
要
な
一
階か

い

梯て
い

で

も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
か
れ
ら
の
い
ず
れ

も
が
本
邦
近
代
歴
史
学
の
礎

い
し
ず
えを
築
い
た

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
や
坪
井
九
馬

三
ら
の
薫
陶
を
直
接
受
け
て
い
た
点
で

あ
る
。
こ
の
学
問
系
譜
は
、
さ
ら
に
レ

オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
へ
、
ド

イ
ツ
の
ラ
ン
ケ
史
学
へ
と
遡そ

及き
ゅ
うす
る
。

さ
ら
に
坪
井
は
、
旧
東
京
大
学
で
文

学
士
に
加
え
理
学
士
も
修
め
た
ユ
ニ
ー

ク
な
経
歴
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
そ

れ
以
前
の
東
京
開
成
学
校
在
学
中
に
は
、

渡
英
直
前
の
杉
浦
と
接
点
を
持
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
国
学
院
と
帝
大
史
学
と

の
繋つ

な

が
り
は
、
意
外
に
も
理
学
と
い
う

共
通
項
を
触
媒
と
し
た
両
者
の
縁
に
因

む
の
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
坪

井
じ
し
ん
も
、
退
官
後
は
国
学
院
で
10

年
ほ
ど
「
史
学
研
究
法
」
で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と

り
、
そ
の
学
風
を
直
接
伝
え
た
。

明
治
期
の
国
学
院
の
外
国
史
教
育
に

は
、
帝
国
大
学
史
学
科
の
学
風
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
水
脈
は
日

本
の
近
代
歴
史
学
の
源
流
た
る
ラ
ン
ケ

史
学
に
ま
で
遡
る
。
そ
こ
か
ら
直
接
に

汲
み
上
げ
ら
れ
た
「
厳
密
な
史
料
批
判

を
重
ん
じ
る
実
証
の
精
神
」
は
、
日
本

史
・
外
国
史
と
い
う
分
野
を
超
え
、
今

日
の
国
学
院
〝
史
学
〟
全
体
の
精
髄
と

し
て
、
今
な
お
豊
か
に
湛た

た

え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

�

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教

�

（
特
別
専
任
）
比
企
貴
之

国
学
院
大
学
の
歴
史
学
と
い
え
ば
、

多
く
は
「
日
本
史
」
を
想
起
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
学
院
大
学
の
歴

史
学
に
は
、
日
本
の
近
代
歴
史
学
の
黎れ

い

明め
い

期
に
そ
の
本
流
を
汲く

ん
だ
、
西
洋
史

や
東
洋
史
と
い
っ
た
外
国
史
研
究
に
立

脚
し
た
豊
か
な
教
育
の
伝
統
も
息
づ
く
。

そ
の
源
流
は
明
治
30
年
代
に
遡

さ
か
の
ぼる
。

当
時
、
経
営
の
危
機
に
あ
っ
た
皇
典
講

究
所
・
国
学
院
は
頽た

い

勢せ
い

挽ば
ん

回か
い

を
企
図

し
、
そ
の
刷
新
は
経
営
面
だ
け
で
な
く

教
学
面
に
も
お
よ
ん
だ
。
所
長
兼
院
長

の
佐
佐
木
髙
行
の
も
と
、
帝
国
大
学
文

科
大
学
で
よ
う
や
く
根
付
い
た
ば
か
り

の
近
代
歴
史
学
の
導
入
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
さ
い
、
そ
の
主
導

に
あ
た
っ
た
の
は
、
学
監
と
し
て
招
か

れ
た
ば
か
り
の
杉
浦
重
剛
だ
っ
た
ら
し

い
。
杉
浦
は
、
か
つ
て
み
ず
か
ら
も
イ

ギ
リ
ス
で
化
学
を
修
め
た
、
東
京
開
成

学
校
出
身
の
科
学
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

明
治
30
年
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で

の
外
国
史
科
目
を
担
当
し
た
教
員
陣
は
、

ま
さ
に
綺き

羅ら

星ぼ
し

の
ご
と
き
顔
ぶ
れ
で
あ

る
。
の
ち
に
碩せ

き

学が
く

と
し
て
名
を
馳は

せ
る

西
洋
史
学
理
論
の
小
林
秀
雄
や
満
蒙
研

究
の
開
拓
者
白
鳥
庫く

ら

吉き
ち

ら
を
は
じ
め
と

し
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
る

甲
骨
学
の
林
泰
輔
、
北
京
・
法
政
学
堂

赴
任
を
経
て
京
都
帝
大
教
授
と
な
る
近

代
中
国
史
の
矢
野
仁
一
、
四
高
教
授
の

の
ち
東
京
高
師
に
転
じ
た
上
原
菊
之
助

お
よ
び
そ
の
他
の
面
々
で
あ
る
。
か
れ

ら
帝
大
卒
の
若
き
学
士
た
ち
は
、
国
学

院
の
教
壇
で
外
国
史
を
講
じ
経
験
を
積

ん
だ
あ
と
、
そ
の
多
く
が
高
等
師
範
学

校
や
各
地
の
帝
国
大
学
の
教
授
へ
と
羽

ば
た
い
て
い
っ
た
。
国
学
院
は
、
次
代

近
代
歴
史
学
の
源
流
を
汲
む

�

外
国
史
教
育

渋
谷
区
民
大
学
講
座 

文
学
と
美
術
史
の
視
点
で
江
戸
文
化
を
語
る

晩
年
の
ラ
ン
ケ
（The N

ew
 York Public 

Library
）
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市川市教育委員会との
連携協定を締結

国学院大学（学長・針本正行）と市川市教育委
員会（教育長・高木秀人）は11月11日、相互に密
接な連携を図り、歴史的財産を有効に活用した協
働による活動を推進し、地域社会の発展及び市民
サービス、教育・研究と人材育成の向上に資する
ことを目的として協定を締結した＝写真。
◆連携・協力事項▷博物館における資料保存に関す
ること▷博物館における資料活用に関すること▷人
材育成に関すること▷学際的研究および教職員等の
人的交流に関すること▷その他、知見等や知的財産
等を生かし、連携及び協力することができる事項

留学へ向け
Go Global Weekを開催

海外留学を希望する在学生へ向けた説明会や個
別相談を行うGo Global Weekが10月6日から
10日にかけて渋谷キャンパスで開催された。

8日には国際交流課職員による令和7年度春期
短期留学説明会を実施し、留学プログラムの特徴
や現地での生活について説明した。また、昨年度
に同プログラムを利用して留学した学生が登壇
し、自身の体験談を紹介。現地での授業の雰囲気
や留学を通じて得たことなどを語った。

フレンドシップファミリー
交流会を開催

国学院大学で学ぶK-STEP留学生と、フレンド
シップファミリーらの交流会が10月18日、たまプ
ラーザキャンパスの調理室で開催された＝写真。

今回は、留学生と受け入れのファミリーごとに
6グループに分かれ、肉じゃが作りに挑戦。留学
生らは包丁や菜箸を使いこなし、慣れない日本の
家庭料理を調理した。煮込みの待ち時間には、食
文化や故郷の話題で歓談が弾み、食事中も交流を
深めた。15年以上フレンドシップファミリーを
務める参加者は「これまで関わった学生たちの多
くは、再来日のときに必ず会いに来てくれており、
関係がずっと続いていることをうれしく思う。今
回も魅力的ですてきな学生に出会うことができ
た。日本を楽しんでほしい」と笑顔で語った。

国際交流バスハイクで
学生たちが交流

国学院大学学生部が主催する国際交流バスハイ
クが、10月19日に実施された。この企画は、留学
生を含む学生同士の交流を目的として毎年開催さ
れており、今回は教職員の引率の下、約40人が参
加した。

今回は、東京都から山梨県にかけての地域をめぐ
るバス旅行を行った。渋谷キャンパスを出発した参
加者らは、甲斐国一宮浅間神社（山梨県笛吹市）を
正式参拝し、古屋真弘宮司（昭55卒・88期神）か
ら浅間神社の成り立ちなどについて説明を受けた。
その後は観光農園に移動し、バーベキューとシャイ
ンマスカット狩りを楽しんだ＝写真。

道中のバス内では、アイスブレイクを実施。「日
本で一番驚いた習慣は」「日本料理といえば」など
のお題に対して、ペアになって留学生の回答を予
想する「以心伝心ゲーム」を通して親睦を深めた。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
す

る
人
間
開
発
学
部
は
、
同
学
部
の
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
恒
例
の
地
域

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

■
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
間
開
発
学
部
が
主
催
す
る
第
16
回
共
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
催
し
は
、
学
生
た
ち
が
日
々
の
学

び
の
成
果
を
生
か
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
「
共
に
育

つ
」
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
心
が
つ
な
が
り
、
そ

の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
を
込
め
た
「
つ
な
が
る
心
、
ひ
ろ
が
る
笑

顔
」。運
営
に
は
２
０
０
人
を
超
え
る
学
生
た

ち
が
携
わ
り
、
半
年
か
け
て
準
備
を
進
め
て

き
た
。

当
日
は
地
域
の
親
子
を
中
心
に
、
約
８
０

０
人
が
来
場
し
、
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

な
ど
の
工
作
や
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

体
験
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
16
種

類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な

ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
終
日
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

運
営
に
尽
力
し
た
学
生
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
元
気
を
も
ら
い
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。
子

ど
も
と
関
わ
る
の
は
や
は
り
楽
し
い
」
と
充

実
し
た
表
情
で
語
っ
た
。

■�

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
る
第
10
回
地
域
交
流
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
19
日
に
開

催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
約

３
３
０
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
「
L
I
N
K
～
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

笑
顔
の
バ
ト
ン
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
運

動
施
設
や
測
定
器
具
を
生
か
し
た
体
力
測
定

や
運
動
体
験
な
ど
の
９
企
画
を
行
っ
た
。
部

会
に
よ
る
企
画
も
実
施
さ
れ
、
第
10
回
を
記

念
し
て
蹴
球
部
は
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の

鈴
木
隆
行
氏
、
準
硬
式
野
球
部
は
元
侍
ジ
ャ

パ
ン
の
内
川
聖
一
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ス
ト
に

招
き
、
体
験
教
室
を
行
っ
た
。
準
硬
式
野
球

部
の
企
画
に
参
加
し
た
小
学
生
は
「
野
球
は

あ
ま
り
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
楽

し
か
っ
た
。
忍
者
道
場
の
企
画
が
お
も
し
ろ

く
て
何
回
も
挑
戦
し
た
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
楽
し
ん
だ
様
子
を
話
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
支
援
学
生
の
会（
ち
ー
へ
る
）

に
よ
る
企
画
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
森
へ
よ
う
こ

そ
！
」
ブ
ー
ス
を
担
当
し
た
学
生
は
「
み
ん

な
で
企
画
を
作
り
上
げ
た
。
準
備
は
大
変
だ

っ
た
が
、
無
事
に
来
場
者
が
楽
し
ん
で
い
る

姿
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

学びの成果を地域に還元人間開発学部
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
迷
路
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

の
企
画
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ア
リ

ー
ナ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
実
施
さ
れ
た

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
が
主
催
す
る
公

開
学
術
講
演
会
「
顕
れ
る
神
々
の
中
世
」
が
11
月
8

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
講

演
会
は
本
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展

「
中
世
日
本
の
神
々
―
物
語
・
姿
・
秘
説
―
」に
関
連

し
て
実
施
さ
れ
、
約
2
5
0
人
の
聴
講
者
が
参
加
し

た
＝
写
真
。

冒
頭
、
笹
生
衛
・
同
機
構
長
（
神
道
文
化
学
部
教

授
）
が
、
企
画
展
に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
「
講
演
の
内

容
か
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
る
神
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
背

景
に
あ
る
奥
深
い
信
仰
世
界
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
阿
部
泰
郎
・
龍

谷
大
学
客
員
教
授
お
よ
び
名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院

客
員
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。
阿
部
氏
は
、
中
世
初

頭
に
源
顕
兼
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
古
事
談
』
の
中

か
ら
、
神
々
が
顕
現
す
る
説
話
を
紹
介
し
、
そ
の
説

話
を
め
ぐ
る
テ
ク
ス
ト
の
変
遷
や
絵
画
に
描
か
れ
た

神
々
の
姿
を
丁
寧
に
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
中
世
に
お

け
る
神
の
顕
現
の
諸
相
を
詳
述
。
参
加
者
は
資
料
を

丹
念
に
読
み
込
み
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
た
。

奥深い信仰世界の理解を

アカデミック・スキルズ講座

令
和
7
年
度
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル

ズ
講
座
が
10
月
14
日
か
ら
11
月
12
日
に
か

け
て
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講
座
は
、
学

修
に
対
す
る
学
生
の
不
安
解
消
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
同
講
座

の
第
6
弾
と
第
7
弾
と
し
て「【
一
生
モ
ノ

の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
】
伝
わ
る
！
パ
ワ
ポ
デ

ザ
イ
ン
講
座
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
開
発

推
進
機
構
の
内
村
慶
士
助
教
＝
写
真
＝
が

講
師
を
務
め
た
。

第
6
弾
は
基
礎
編
で
、
内
村
助
教
が
分

か
り
や
す
い
資
料
作
り
の
基
本
を
解
説
。

第
7
弾
は
実
践
編
で
、
基
礎
編
の
内
容
を

踏
ま
え
つ
つ
、
グ
ラ
フ
や
図
解
の
効
果
的

な
活
用
法
を
説
明
し
た
。
参
加
し
た
学
生

た
ち
は
I
T
サ
ポ
ー
ト
室
の
専
門
員
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド

作
成
の
ワ
ー
ク
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

資料作成のスキルを学ぶ
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私
が
専
門
的
に
研
究
し
て
い
る

の
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
文

脈
や
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
合
い
を
も
つ
言
葉
で
す
が
、
こ

こ
で
は
「
新
し
い
事
業
を
創
造
す

る
意
志
と
諸
活
動
」
と
い
う
意
味

で
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
シ
ッ
プ
は
─
─
た
と
え
耳
な
じ

み
が
な
い
と
い
う
人
で
あ
っ
て
も

─
─
現
代
社
会
に
暮
ら
す
多
く
の

方
々
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
は
ず
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る

の
で
す
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

い
う
概
念
が
含
む
活
動
は
広
範
囲

に
わ
た
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い

と
こ
ろ
で
い
え
ば
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
あ
る

い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼

ば
れ
て
い
る
、
起
業
者
た
ち
に
よ

る
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
活
動

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
広
く
知
ら
れ
て
い
る
大
企

業
も
、
も
と
も
と
は
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
だ
っ
た
と
い
う
例
が
多
く
あ

る
こ
と
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ば
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ

（G
oogle

、Apple

、Facebook

、

Am
azon

、M
icrosoft

）
や
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
、
日
本
国
内
な
ら
ば
楽

天
グ
ル
ー
プ
や
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・

エ
ー
で
す
ね
。こ
う
し
た
企
業
は
、

第
４
次
産
業
革
命
（
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
０
）
と
も
呼
ば
れ
る
時

代
を
象
徴
す
る
存
在
で
す
。
世
界

各
地
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
、
モ
バ
イ
ル
、
Ｄ
Ｘ

な
ど
の
新
技
術
が
生
ま
れ
、
そ
の

領
域
で
産
声
を
上
げ
た
新
し
い
企

業
が
、
革
新
的
な
製
品
サ
ー
ビ
ス

を
市
場
に
普
及
さ
せ
て
巨
大
企
業

に
成
長
し
、
経
済
社
会
を
け
ん
引

し
て
い
ま
す
。
今
世
界
中
で
注
目

を
浴
び
て
い
る
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

に
は
年
間
10
兆
円
を
超
え
る
資
金

が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
投
資
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
驚

く
よ
う
な
企
業
が
生
ま
れ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

一
方
で
私
は
、
こ
う
し
た
ハ
イ

テ
ク
企
業
を
興
す
こ
と
の
み
が
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は

な
い
と
も
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
は
非
常
に
意
義
深
い

も
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
よ

り
幅
広
い
分
野
に
ひ
ろ
が
る
べ
き

で
あ
り
、
各
所
で
新
し
い
価
値
を

創
出
す
る
活
動
が
重
要
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

地
方
を
は
じ
め
と
し
た
公
的
な

組
織
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
・
地
方
再
生
と
い
っ

た
課
題
に
対
応
し
た
新
し
い
仕
組

み
や
事
業
を
創
り
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
地

方
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
軒
並
み
閉
ま

っ
て
い
る
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
の

再
生
と
い
っ
た
事
例
も
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る

い
は
、
い
ま
震
災
と
豪
雨
の
被
害

か
ら
の
復
興
を
目
指
す
能
登
と
い

う
地
域
に
寄
り
添
う
、
そ
し
て
再

生
の
た
め
の
持
続
的
な
活
動
と
い

う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現

可
能
な
の
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

大
企
業
に
お
い
て
も
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
を
活
用
し
て
新
事
業
に

取
り
組
む
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ベ
ン

チ
ャ
リ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
浸
透

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
各
所
で

新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
仕
組
み

や
事
業
を
創
り
出
し
て
い
く
行
動

も
ま
た
現
代
的
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
新
し
い
事
業
を

創
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て
来
た
る

世
代
に
伝
え
教
え
る
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
教
育
は
、
ハ
イ
テ
ク
企
業

で
働
く
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連

関
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

す
。
大
学
生
の
み
な
ら
ず
高
校
生

で
あ
っ
て
も
、
自
分
で
新
た
に
事

業
を
興
し
た
い
、
あ
る
い
は
父
親

の
会
社
を
継
ぐ
け
れ
ど
も
何
か
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
て
み
た

い
、
と
い
う
思
い
を
抱
く
人
の
話

は
最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
教
育
に
携
わ
る
場
合
も
、
念

頭
に
あ
る
の
は
こ
う
し
た
若
い
世

代
の
人
々
で
す
。

そ
も
そ
も
、
昭
和
の
時
代
と
は

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
思
い

が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
大
き
な
企
業
に
就
職
し

て
、
そ
れ
か
ら
定
年
ま
で
勤
め
あ

げ
る
と
い
う
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
人
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
変
動
著
し
く
将
来
を
予

知
で
き
な
い
現
代
社
会
で
数
十
年

に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
人
た
ち
に
と
っ

て
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
学
ぶ
こ
と
は
、
リ
ス
ク
を
合
理

的
に
と
ら
え
て
対
処
す
る
重
要
性

を
理
解
し
、
そ
の
能
力
を
習
得
す

る
機
会
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。

「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
で
し
ょ
う

か
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
を
包
括
で

き
る
よ
う
な
概
念
の
こ
と
を
考
え

る
方
も
い
れ
ば
、
個
別
具
体
的
な

宗
教
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

私
が
専
門
と
し
て
い
る
宗
教
学

に
お
い
て
も
、
宗
教
と
は
何
か
に

つ
い
て
、
い
ま
だ
に
誰
も
が
納
得

す
る
よ
う
な
は
っ
き
り
と
し
た
答

え
は
で
て
い
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、

宗
教
学
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
宗
教
は
普
遍
的
に
存
在
す

る
と
い
う
考
え
方
が
、
議
論
の
前

提
と
さ
れ
て
い
た
面
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
古
代
か
ら
現
代
ま

で
、
ど
ん
な
時
代
で
も
、
ど
ん
な

国
・
地
域
で
あ
ろ
う
と
も
、
共
通

の
普
遍
的
な
性
質
を
も
っ
た
宗
教

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
、
と
い

う
考
え
方
で
す
ね
。

対
し
て
、
近
年
で
は
、
そ
う
し

た
時
代
や
国
・
地
域
を
超
え
て
普

遍
的
に
存
在
す
る
宗
教
と
い
う
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
簡
単
に
前
提

に
し
て
し
ま
っ
て
は
よ
く
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

私
た
ち
が
今
生
き
て
い
る
日
本
の

社
会
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
現
代
日

本
語
に
お
け
る
「
宗
教
」
と
い
う

言
葉
が
西
洋
のreligion

の
訳
語

と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
過
程

や
、
そ
のreligion

を
め
ぐ
る
考

え
方
自
体
を
日
本
の
社
会
が
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
試
行
錯
誤
に
目
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
。

私
は
宗
教
学
の
な
か
で
も
近
代

の
日
本
、
特
に
明
治
か
ら
戦
前
に

か
け
て
の
時
代
を
メ
イ
ン
に
取
り

組
み
つ
つ
、
戦
後
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
の
で

す
が
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
「
宗

教
」
を
め
ぐ
る
再
考
と
い
う
流
れ

の
な
か
に
、
自
分
の
研
究
も
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。具
体
的
な
研
究
対
象
と
し
て
、

近
代
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者

や
、
そ
の
言
説
に
影
響
を
受
け
な

が
ら
自
ら
の
考
え
を
深
め
、
発
言

し
て
い
っ
た
仏
教
者
な
ど
を
取
り

上
げ
て
論
じ
て
き
ま
し
た
。

先
程
「
宗
教
」
と
い
う
語
が
訳

語
と
し
て
成
立
し
た
と
い
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
も
と
か

ら
あ
っ
た
日
本
的
な
宗
教
性
の
よ

う
な
も
の
が
、
近
代
に
な
っ
て
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
的
・
キ

リ
ス
ト
教
な
「
宗
教
」
に
塗
り
替

え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
考
え

方
を
さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
。
た

だ
私
と
し
て
は
、同
時
代
的
に
も
、

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
今
で
も
、
そ

こ
ま
で
白
黒
が
は
っ
き
り
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と

混
ざ
り
合
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
の
研
究
に
つ
い
て

い
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
者
や
仏
教
者

と
い
っ
た
当
時
の
宗
教
者
た
ち
が

新
た
な
「
宗
教
」
と
い
う
概
念
に

触
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
思
考
し
、

そ
の
考
え
を
公
表
す
る
と
い
う
こ

と
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
お
互
い

に
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
折
り
重

な
り
、
積
み
上
が
っ
て
い
く
こ
と

で
再
帰
的
に
「
宗
教
」
と
い
う
概

念
が
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ

ス
に
注
目
し
て
き
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
の
世
に

な
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
1
5
0

年
以
上
の
あ
い
だ
、
外
か
ら
も
ち

こ
ま
れ
た
「
宗
教
」
と
い
う
考
え

方
が
ど
う
捉
え
直
さ
れ
な
が
ら
現

在
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
何
が
ど

う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
変

遷
を
遂
げ
た
明
治
期
の
宗
教
者
た

ち
の
言
説
が
、
そ
の
後
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
ど
う
捉
え
直
さ
れ
て

き
た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
日
本

に
お
け
る
「
宗
教
」
の
あ
り
方
と

そ
の
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
い
る
か
ら

な
の
で
す
。
近
代
の
研
究
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
非
常

に
多
く
、
な
か
な
か
手
が
回
ら
ず

に
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ

は
正
直
あ
る
の
で
す
が
…
…

（
笑
）。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
戦
後

ま
で
含
め
て
考
え
て
み
た
い
と
、

目
下
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

さ
て
、
だ
い
ぶ
話
が
先
に
進
み

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
根
本
に
、
今
一

度
立
ち
戻
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。現

代
に
お
い
て
重
要
性
を
も
つ

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
探

求
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
き
く

分
け
て
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
経
営
学
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

呼
ば
れ
る
企
業
の
経
営
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
の
か
、

経
営
学
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。
従
来
の
大
企

業
の
経
営
を
分
析
す
る
よ
う
に
、

事
業
計
画
な
ど
を
分
析
し
て
い
く

わ
け
で
す
が
、
た
と
え
ば
経
営
組

織
論
か
ら
み
れ
ば
、
既
存
の
大
規

模
な
組
織
を
分
析
す
る
の
と
、
少

人
数
で
の
起
業
を
分
析
す
る
の
で

は
当
然
視
点
は
異
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
企
業
金
融
の
側
面
か
ら

は
、
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
の
資
金
調
達
と
い
う
の
も
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
に

と
っ
て
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

次
に
、
広
範
囲
の
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究
。
先
ほ
ど

述
べ
た
通
り
、
既
存
の
大
企
業
や

中
小
企
業
や
地
域
に
お
い
て
新
し

い
事
業
創
造
の
あ
り
よ
う
を
探
る

も
の
で
す
。
産
業
復
興
や
地
域
再

生
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

そ
し
て
、
人
材
教
育
で
す
。
新

事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
の
価
値
が
高
ま

り
、
世
界
各
地
の
大
学
や
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
で
講
座
が
増
え
て
い

ま
す
。
東
大
が
70
年
ぶ
り
に
作
る

新
学
部
「
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
デ

ザ
イ
ン
」
も
新
た
な
価
値
の
創
出

と
社
会
課
題
解
決
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
し
て
お
り
、
起
業
家
教
育
と
同

軸
の
発
想
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
に
も

興
味
・
関
心
を
抱
き
、
部
分
的
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
の
で
す

が
、
重
点
的
に
研
究
を
進
め
て
い

る
の
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
す
。

傾
注
し
て
き
た
そ
の
問
い
を
一

言
で
表
す
な
ら
ば
、「
新
企
業
を
輩

出
す
る
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に

形
成
・
発
展
し
て
き
た
の
か
」
と

い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
を
可

能
に
す
る
社
会
構
造
を
歴
史
的
な

観
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
い
く
─
ア

メ
リ
カ
を
中
心
に
考
え
て
き
た
研

究
─
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
編
で
話
を
続
け

ま
す
。

こ
う
し
た
議
論
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
も
う
一
点
、
読
者
の
皆
さ
ん

に
お
尋
ね
す
る
と
す
れ
ば
、「
宗
教

と
は
、
そ
の
教
え
を
信
じ
る
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
日

本
社
会
に
お
い
て
は
そ
こ
ま
で
教

え
や
教
義
を
信
じ
る
人
が
い
な
い

か
ら
無
宗
教
的
だ
、
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
に
も
結
び
つ
く
宗
教
イ

メ
ー
ジ
で
す
ね
。

し
か
し
、「
宗
教
と
い
え
ば
教
え

を
信
じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

セ
オ
リ
ー
自
体
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
、
近
年
の
宗
教
学

の
研
究
で
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
聖

書
を
読
み
、
そ
の
教
義
を
自
分
で

咀そ

嚼し
ゃ
くし
て
理
解
し
、
実
践
し
て
い

く
と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ

リ
ス
ト
教
の
理
念
が
、
あ
る
意
味

宗
教
の
モ
デ
ル
と
し
て
設
定
さ

れ
、
そ
れ
が
他
に
投
影
さ
れ
て
い

っ
た
と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
近
代
の
日

本
で
も
生
じ
、
日
本
の
「
宗
教
」

の
見
方
に
影
響
を
与
え
た
の
で
す
。

し
か
も
実
際
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、

教
え
や
教
義
を
信
じ
る
か
ど
う
か

と
は
別
の
次
元
で
、
例
え
ば
教
会

に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教

の
共
同
体
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
っ

た
、
弾
力
性
の
あ
る
宗
教
実
践
の

様
相
が
見
て
取
れ
ま
す
。し
か
し
、

日
本
に「
宗
教
」概
念
が
も
た
ら
さ

れ
た
時
に
、
そ
う
し
た
共
同
体
的

な
要
素
に
は
あ
ま
り
目
が
向
け
ら

れ
ず
、
純
粋
に
、
あ
る
い
は
過
剰

に「
教
え
を
信
じ
る
」こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
っ
た
面
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
は
今
で
も

あ
っ
て
、そ
れ
ゆ
え
に「
教
え
を
信

じ
る
」
こ
と
を
し
て
い
な
け
れ
ば

宗
教
者
で
は
な
い
と
い
っ
た
考
え

方
や
、「
日
本
社
会
は
無
宗
教
だ
」

と
い
う
よ
う
な
物
言
い
が
出
て
く

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
る
、
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

初
詣
や
お
墓
参
り
と
い
っ
た
日

本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
儀
礼
的
行
為
が
、
宗
教
的
な
側

面
を
ま
っ
た
く
も
た
な
い
と
は
到

底
い
え
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
日
本

に
は
、外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た「
宗

教
」
で
は
な
い
、
日
本
的
な
宗
教

性
が
も
と
も
と
あ
る
の
だ
と
開
き

直
っ
て
し
ま
う
の
も
、
近
代
以
降

の
概
念
の
変
遷
を
捨し

ゃ

象し
ょ
うし
て
し
ま

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

宗
教
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
絡
み
合
い
が
あ
り
、
普
段

は
な
か
な
か
自
覚
し
な
い
よ
う
な

ズ
レ
や
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
も
の

が
、
明
治
以
降
に
大
き
く
広
が
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
、
冷
静
に
見
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
─
─
と
、
私
と
し
て
は

考
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
お
い
て
私

が
宗
教
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
の
に
は
、
そ
れ
こ
そ
な
か
な

か
一
言
で
は
い
え
な
い
経
緯
が
あ

る
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

後
編
で
は
そ
の
あ
た
り
に
も
触
れ

つ
つ
、
明
治
以
降
に
お
け
る
宗
教

者
た
ち
の
「
弁
証
論
」
な
ど
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。「
宗
教
」と
い
う
概
念
が
醸
成

さ
れ
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、
キ

リ
ス
ト
者
た
ち
は
、
あ
る
い
は
仏

教
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
相
手

を
非
難
し
、
自
ら
を
擁
護
し
た
の

か
。
い
ま
の
物
言
い
で
い
え
ば
、

デ
ィ
ス
り
合
い
で
す
ね（
笑
）。
そ

の
あ
り
よ
う
の
一
幕
も
合
わ
せ

て
、お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全編はこちらから 

前編後編

全編はこちらから 

前編後編

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
と
未
来
の
起
業
家

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
と
未
来
の
起
業
家

ー前編ー

わ
た
し
た
ち
が
も
つ「
無
宗
教
」
と
い
う
誤
解

わ
た
し
た
ち
が
も
つ「
無
宗
教
」
と
い
う
誤
解

ー前編ー 研

聞
に

く

者究

予知困難な現代社会でのキャリア構築に重要な能力習得を予知困難な現代社会でのキャリア構築に重要な能力習得を新たな「宗教」に触れて捉え直されてきた日本における「宗教」新たな「宗教」に触れて捉え直されてきた日本における「宗教」

アントレプレナーシップの探求における四つのアプローチアントレプレナーシップの探求における四つのアプローチ「教えを信じる」ことへの解釈の違いが生む「無宗教」という考え方「教えを信じる」ことへの解釈の違いが生む「無宗教」という考え方

経
済
学
部
・
小
野
正
人
教
授

経
済
学
部
・
小
野
正
人
教
授

研
究
開
発
推
進
機
構
・
星
野
靖
二
教
授

研
究
開
発
推
進
機
構
・
星
野
靖
二
教
授

おの・まさと
博士（経済学）。専門はアントレプレナーシップ、
ベンチャーファイナンス、イノベーション教育。
日本生命保険相互会社、スタンフォード大学ビ
ジティングフェローなどを経て令和2年より現
職。主な著書は『起業家と投資家の軌跡』(中央
経済社、2013年)、『ベンチャー　起業と投資の
実際知識』(東洋経済新報社、1997年）など。

ほしの・せいじ
博士（文学）。専門は宗教学、近代日本宗教
史。主な著書に『近代日本の宗教概念――宗教
者の言葉と近代』（有志舎、2012年）、『日本
仏教と西洋世界』（共著、法蔵館、2020年）、

『Buddhism and Modernity: Sources from 
Nineteenth-Century Japan』(共著、ハワイ
大学出版会、2021年）、『キリスト教文化事典』

（共編著、丸善出版、2022年）など。

「人間の学が知の乾きを潤す」　国学院大学が蓄積し醸成してきた知恵を多彩なスタイルでご紹介します。国学院大学メディア
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※�参列は卒業生・修了生のほか家族等2人までとなります。
問総務課（☎03・5466・0111）

令和8年度 一般選抜入学試験のご案内
内 �令和8年度の一般入学試験を下表の日程で実施しま
す。入学試験制度のV方式とA日程同時出願や、複数
学科を併願した場合、2回目以降の受験料を割引す
る応援割も用意。詳細は本学HP（二次元コード）でご
確認ください。
※�本学の一般入試は受験ポータルサイト
「U

ウ カ ロ

CARO」上でのインターネット出願
となります。
問入学課　（☎03・5466・0141）

卒業式、卒業証書・学位記並びに
修了証書授与式について

日令和8年3月22日㈰
［卒業式］
場グランドプリンスホテル新高輪　宴会場「飛天」
対・時
　▶経済学部・法学部・人間開発学部＝10時～
　▶�文学部・神道文化学部・観光まちづくり学部・専

攻科・別科＝13時～
［卒業証書・学位記、修了証書などの授与］
対・時・場
　▶経済学部・法学部＝13時～、渋谷キャンパス
　▶�人間開発学部＝13時30分～、たまプラーザキャンパス
　▶�文学部・神道文化学部・専攻科・別科＝16時～、

渋谷キャンパス
　▶�観光まちづくり学部＝16時30分～、たまプラーザ
キャンパス

受
験
に
学
ぶ「
癒
や
し
３
カ
条
」

「
南
米
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
に

住
む
と
い
う
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の

絵
馬
が
、結
構
は
や
っ
て
い
る

よ
う
で
す
」（
某
宮
司
様
談
）。

ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
、
ほ
と
ん

ど
木
の
上
で
寝
て
い
る
が
落

ち
る
こ
と
が
な
い
。そ
こ
が
、

合
格
祈
願
の
受
験
生
に
受
け

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
就
任

中
、中
学
校
教
師
か
ら
、「
日
本

は
受
験
地
獄
（exam

ination 
hell

）
が
あ
る
か
ら
羨う

ら
や
ま
し

い
」
と
言
わ
れ
た
時
は
、
一

瞬
耳
を
疑
い
ま
し
た
。

「
な
ぜ
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
」。
確
か
に
、日
本

で
は
、
そ
の
根
拠
を
受
験
に

代
替
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
受
験
地
獄
に

ほ
ど
遠
い
米
国
で
は
、
教
師

は
そ
の
都
度
、
学
び
の
意
味

を
生
徒
に
知
ら
し
め
る
授
業

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

受
験
地
獄
を
終
え
た
今
、

「
学
び
」
以
外
で
、受
験
が
自

ら
の
心
身
の
発
達
に
い
か
に

寄
与
し
て
く
れ
た
か
を
思
案

し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

「
心
傷
つ
い
た
」
受
験
も
、

「
心
を
伸
ば
す
」受
験
に
変
容

し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

私
の
体
験
か
ら
は
、「
癒
や

し
3
カ
条
」を
提
案
し
ま
す
。

1
．「�

健
康
管
理
も
実
力
の
う

ち
」

今
日
の
子
ど
も
に
求
め
ら

れ
て
い
る
「
生
き
る
力
」
の

一
つ
に
、「
健
康
の
自
己
管

理
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
年
に
流
行
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
大
学
受

験
に
失
敗
し
た
生
徒
に
、
担

任
教
師
は
厳
し
い
言
葉
を
投

げ
掛
け
ま
し
た
。「
風
邪
を
ひ

く
の
も
実
力
の
う
ち
だ
ぞ
」。

こ
の
言
葉
は
、
彼
の
人
生

訓
と
な
り
ま
し
た
。う
が
い
、

手
洗
い
の
励
行
等
は
、
自
立

し
た
生
き
方
の
基
本
で
す
。

2
．「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
」

受
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
人
生
の
試
練
で
す
。

受
験
は
大
人
の
仲
間
入
り

す
る
た
め
に
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
現
代
版
「
通
過

儀
礼
」
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
忘

れ
が
ち
な
の
は
、
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
人
々
へ
の

「
感
謝
の
気
持
ち
」
で
す
。

例
え
ば
「
お
守
り
」
は
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証あ

か
し
で
も

あ
り
ま
す
。
お
守
り
を
握
り

し
め
何
度
、
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
た
こ
と
か
。

3
．「
プ
ラ
ス
思
考
の
生
き
方
」

受
験
を
通
し
て
、
プ
ラ
ス

思
考
で
生
き
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
と
願
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
み
く
じ
で
末

吉
を
連
続
で
引
い
た
人
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
め
っ
た
に
な

い
幸
運
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
成
功
し
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
験
で
は
、「
床
に
落
ち

た
」
も
、「
床
に
大
当
た
り
」

と
い
っ
た
、
気
持
ち
の
切
り

替
え
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

人
生
経
験
が
長
く
な
る

と
、
人
生
は
負
け
方
が
大
切

で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
受
験

以
上
に
、
社
会
の
現
実
は
、

も
っ
と
厳
し
い
の
で
す
。

「
実
力
」
と
は
、マ
イ
ナ
ス

も
プ
ラ
ス
思
考
で
発
想
の
転

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
力

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
国
学
院
大
学
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
金
王

八
幡
宮
の
掲
示
板
に
掲
げ
て

あ
っ
た
、『
敦
煌
』・『
あ
す
な

ろ
物
語
』
な
ど
の
名
作
で
知

ら
れ
る
作
家
・
井
上
靖
氏
の

名
言
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

「
努
力
す
る
人
は
希
望
を

語
り
、
怠な

ま

け
る
人
は
不
満
を

語
る
」

しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新
しい時代の子育て論には定評。

名誉教授名誉教授 新富 康央新富 康央

第第2929回回

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。
　感想や新富名誉教授への質問、講演依頼などございましたら広報課までお寄せください。

内内容 講講師 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

令和8年度観光まちづくり学部入学生から学費を別表の通り改定いたします。なお、在学生の学費
改定は行いません。

改定額は、年間授業料を50,000円増額いたします。今回の学費改定により、観光まちづくり学部
の特色を生かした教育・研究のさらなる発展・維持充実に努めるとともに、資源価格の高騰等による
収支の圧迫を軽減させ、大学の永続性を確保してまいります。

区
分 出　身　別 入学年度 入学金 授業料 施設

設備費
維持

運営費 合　計

前
期
課
程

本 学 卒 令和8年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和7年度以前 ーーー 505,000 100,000 10,000 615,000

他 大 学 卒 令和8年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和7年度以前 ーーー 505,000 200,000 10,000 715,000

後
期
課
程

本 学 卒 全入学年度 ーーー 505,000 ーーー 10,000 515,000
本 学 卒
他 大 学 院 前 期 了

令和8年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和7年度以前 ーーー 505,000 100,000 10,000 615,000

他 大 学 卒 令和8年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和7年度以前 ーーー 505,000 200,000 10,000 715,000

出　身　別 入学年度 入学金 授業料 施設
設備費

維持
運営費 合　計

本 学 卒 令和8年度 120,000 830,000 105,000 10,000 1,065,000
他 大 学 卒 240,000 830,000 210,000 10,000 1,290,000
本 学 卒 令和7年度 ーーー 830,000 105,000 10,000 945,000
他 大 学 卒 ーーー 830,000 210,000 10,000 1,050,000
本 学 卒 令和6年度 ーーー 760,000 105,000 10,000 875,000
他 大 学 卒 ーーー 760,000 210,000 10,000 980,000

専 攻 科

大 学 院

令和8年度学費について

入学年度 入学金 授業料 施設
設備費

維持
運営費

実習料
（入学年度のみ） 合　計

令和8年度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000
令和7年度以前 ーーー 420,000 81,000 10,000 ーーー 511,000

別 科 （単位：円）

令和8年度学費は次の通りです。令和8年度 学費一覧
区　分 入学年度 入学金 授業料 施設

設備費
維持

運営費 合　計

文 学 部

令和8年度
240,000 830,000 210,000 10,000 1,290,000経 済 学 部

法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 240,000 850,000 250,000 10,000 1,350,000観 光 ま ち づ く り 学 部
文 学 部

令和7年度 ーーー
830,000 210,000 10,000 1,050,000経 済 学 部

法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 850,000 250,000 10,000 1,110,000
観 光 ま ち づ く り 学 部 800,000 250,000 10,000 1,060,000
文 学 部

令和2～6年度
ーーー

760,000 210,000 10,000 980,000経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部 令和2～6年度 800,000 250,000 10,000 1,060,000観 光 ま ち づ く り 学 部 令和4～6年度
文 学 部

令和元年度
以前 ーーー 700,000 201,000 10,000 911,000

経 済 学 部
法 学 部
神 道 文 化 学 部
人 間 開 発 学 部

学 部 （単位：円）

備　考： 再入学者の入学金については半額とする。

備　考：本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする。

備　考：1.授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする。
　　　　2.本学出身者の入学金および施設設備費については次の通りとする。
　　　　　イ.前期課程　半額
　　　　　ロ.後期課程　本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額。

大学からのお知らせ

入学試験制度 試験日 出願期間（消印有効） 合格発表
V方式（大学入学共通テスト利用入学試験） 1月17日㈯〜18日㈰

本学個別試験なし
【前期】1月5日㈪〜16日㈮

2月14日㈯
【後期】1月5日㈪〜22日㈭

A日程（全学部統一）
3教科型 2月2日㈪

1月5日㈪〜22日㈭最高得点科目重視型 2月3日㈫
学部学科特色型
英語外部試験利用型 2月4日㈬

B日程（後期） 3月2日㈪ 1月5日㈪〜2月20日㈮ 3月11日㈬
※試験科目などの詳細については本学HPでご確認ください

令和8年度 一般選抜入学試験日程

博物館

企画展「性別越境の歴史学」
人類の最も自然的な側面でありつつ、極めて文化的
な性格を持つ「性」。時に人々は、性別の垣根を越境す
ることで異能を身に付けられるとさえ信じてきまし
た。本展では、歴史的な「性」に対する意識を瞥

べっ

見
けん

した
上で、日本文化における性の多様性について考えます。
日12月6日㈯～令和8年2月23日（月·祝）
場博物館企画展示室　

料無料　時10～18時（最終入館17時30分）。下記企画展開催中
は不定休。開館状況を博物館HPで確認ください。
※�博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

（単位：円）

（単位：円）
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関東学生卓球リーグ戦で2部に所属する国学院大
学男子卓球部が、9月10日から12日にかけて港区
スポーツセンター（東京都港区）で行われた秋季リ
ーグ戦に臨んだ。

同部は初日、東洋大学に4-2、日本体育大学に4-3
でそれぞれ激戦を制した。勢いに乗った翌日も順天
堂大学に4-1で勝利。全勝対決となった駒沢大学に
は1-4で敗れたものの、最終日の大正大学戦に勝利
し、2部リーグ2位で1部昇格をかけた筑波大学との
入れ替え戦に進出した。

入れ替え戦は10月4日、駒沢オリンピック公園総

合運動場（東京都世田谷区）で実施された。1番手
で高橋拓己選手（法2）が関東学生チャンピオンを
相手にセットカウント0-2と追い詰められながら
も、そこから3セットを奪い返し逆転勝利した。そ
の後、両チームが勝ちを積み重ねる接戦となり、勝
負は最終戦へもつれ込んだ。

主将の佐山寛大選手（中文4）は、チームの命運
をかけてコートに立ち、冷静かつ力強いプレーで相
手選手を圧倒し3-0で勝利。この劇的な勝利の結果、
国学院大学は4-3で筑波大学を破り、10年ぶりとな
る1部リーグ昇格を果たした。

神道文化学部が主催する第15回観月祭が10月18
日、渋谷キャンパスで開催された。観月祭は、平安
時代から続く十五夜に満月を観賞する「中秋観月」
の伝統に由来する行事で、例年、青葉雅楽会（雅
楽）、みすゞ会（神楽舞）、瑞玉會（祭式）、萠黃會

（衣紋着装）、禮法研究會（礼法）、若木睦（神輿）

の、六つの神道系サークルからなる神道六部会の学
生が中心となり斎行している。当日は5号館ピロテ
ィの特設舞台で、学生たちが日本伝統の管

かん

絃
げん

、祭
さい

祀
し

舞、舞楽を古式ゆかしく披露した。
演目の冒頭、学生が舞台前に神

しん

饌
せん

を捧げ、祭祀を
執り行った。続く管絃では、合奏の前に音律を調え

る「壱
いちこつちょう

越調 音
ね

取
とり

」に続き、「胡
こんじゅの

飲酒 破
は

」「酒
しゅ

胡
こ

子
し

」
「武

ぶ

徳
とく

楽
らく

」の各曲が披露され、龍
りゅう

笛
てき

や笙
しょう

などの息の合
った演奏は、会場を荘厳な雰囲気に包み込んだ。

祭祀舞では、故臼田甚五郎・本学名誉教授が作詞
した、自然の恵みに感謝する「豊

とよ

栄
さかの

舞
まい

」と、世の中
の平和と平穏を願う「浦安の舞」が披露された。色
鮮やかな装束に身を包んだ学生たちが一糸乱れぬ舞
を奉納した。

舞楽では、舞台を清め祓
はら

う意味を持つ「振
えん

鉾
ぶ

」や、
「延

えん

喜
ぎ

楽
らく

」「五
ごしょうらくの

常楽 急
きゅう

」を厳かに舞い、約2時間の演
目が終了。約半年間にわたり稽古を重ねてきた学生
たちが観客を魅了し、教職員や学生の家族、一般の
観客らは、学生たちの演奏と舞に惜しみない拍手を
送った。

男子卓球部

10年ぶり1部昇格 入れ替え戦で劇的勝利
７
番
手
で
勝
利
を
収
め
た
佐
山
選
手

第15回観月祭

学生が舞、演奏を披露

今年で9回目となる「渋谷区
長への施策提言コンペ」が10
月29日に開催された。35組の
応募があった中、1次選考を通
過した5組が審査員に対してプ
レゼンテーションに臨んだ。審
査員は長谷部健・渋谷区長＝
写真中央、早川大輔・サッポロ
ビール株式会社法人・地域創
生統括部長、石川則夫・副学長

（文学部教授）の3人が務め、そ
れぞれの施策提言に熱心に耳を傾けた。

開会に先立ち、石川副学長は、「この機会
が、渋谷区と国学院大学の絆、そして学生ら
の学びをより深めることを期待している」と
あいさつ。学生たちは、渋谷区が抱える現状
や課題を踏まえつつ、「ごみ問題」や「喫煙
所」、「オーバーツーリズム」、「本」などに焦
点を当て、それぞれの観点から考えた施策
を、熱意をもって発表した。

審査の結果、山田瞬さん（法3）、神保凜汰
郎さん（法3）が提案した「行政×小売店×
消費者　ハチペイを活用した有料ゴミ箱から

国学院大学の学
園 祭・ 第 143 回 若
木祭が、11月1日か
ら3日までの3日間
にわたり、渋谷キャ
ンパスで開催され
た。

期間中、キャンパ
スモールと5号館ピ
ロティでは、全学応
援団や体育系部会の演舞や、吹奏楽部の演奏、ダンスサークル
によるパフォーマンスなどが披露され、来場者は足を止め、学

学生が渋谷区長へ熱弁 来場者でにぎわう
第143回 若木祭

始まるクリーンシティ渋谷」が渋谷区長賞に
選出された。他にも、今澤心春さん（経営2）
が提案した「“SHIBUYA CONNECT”―学生
が世界に繋ぐ新たな渋谷のカタチ―」がサッ
ポロホールディングス賞、柳澤志門さん（経
営2）が提案した「待たない！疲れない！あ
の人気キャラとサクサク観光できるＡＩナビ
ゲーションアプリ」が学長賞に選ばれた。

最後に表彰式が行われ、長谷部区長が参加
した全5組のグループへ講評の後、総評とし
て「充実したアイデアが多くあり、刺激を受
けた」と称賛のコメントを贈った。

生たちの活気あふれる発表に声援・拍手を送っていた。120周
年記念2号館・3号館前のキャンパスモールでは、部会やサー
クルがさまざまな模擬店を設け、学生たちは創意工夫を凝らし
てつくった品々を提供した。

学生たちによって華やかに飾り付けられた校舎内では、文
化・学術系団体の展示や、音楽サークルやフラメンコサークル
のステージ、神道系サークルによる雅楽や能の発表会などが行
われ、学生たちの日ごろの成果が披露された。

最終日となる3日には体育連合会の主催によるお笑い芸人ラ
イブで会場を盛り上げたほか、午後3時からは後夜祭が行われ
た。

渋谷区長への施策提言コンペ

息
の
合
っ
た
演
奏
で
厳
か
な
旋
律

を
披
露

舞
を
奉
納
す
る
学
生
た
ち

II 令和７年11月20日㈭　No.750



東都大学野球1部秋季リーグ戦が10月24日に全日程を終え、国学院大学硬式
野球部は2位となった。

第4週は亜細亜大学と対戦。14日の第1戦は、0-0で延長タイブレークにも
つれ込み、十回表に先制点を許す展開となった。十回裏に主将・宮坂厚希選手

（健体4）が犠打を成功させ、1死二・三塁とすると、続く黒木日向選手（健体
4）がスクイズを決め、相手のミスもあり2点を獲得。2-1で勝利した。

翌日の第2戦は1-7で落としたものの、16日の第3戦では再び延長タイブレ
ークに突入した末、十回裏に赤堀颯選手（経営3）がタイムリーツーベースヒ
ットを放ち、1-0で勝利した。

第5週は、駒沢大学と対戦。21日の初戦は、0-0のまま今季5回目の延長タイ
ブレークへ突入。十回表、1死満塁の場面で、横田悟選手（法2）がショートへ
のタイムリーヒットで1点を追加すると、続く赤堀選手がレフトへのタイムリ
ーヒットで追加点を加えた。さらに2死満塁の場面で、宮坂主将の打球をセカ
ンドが捕球エラーし1点を奪い取った。投げては先発の當山渚投手（経営4）が
六回途中までを無失点に抑える好投を見せ、後続の飯田真渚斗投手（健体4）も
三回途中までを無失点で相手を抑えた結果、3-0で勝利した。

翌日の第2戦では、四回裏に2点、五回裏に1点を獲得。六回裏には調祐李選
手（史4）がレフトへのツーベースヒットで出塁、宮坂選手が犠打で送り、1死
三塁とすると、立花祥希選手（健体4）のスクイズで1点を加えた。その後、ヒ
ットや相手ピッチャーの四球で2死満塁とすると、緒方漣選手（健体2）のレフ

トへのタイムリーヒットで1点、中西流空選手（経4）がライトへの満塁ホーム
ランを放ち、この回6点を奪取。9-0と快勝し、勝ち点1を収めた。

この結果、リーグを通して8勝3敗・勝ち点4の2位で秋季リーグを終えた。個
人成績では、飯田投手が最優秀投手と、防御率0.00で最優秀防御率に選ばれた
ほか、當山投手が敢闘賞に、ベストナインには捕手の立花選手、遊撃手の緒方
選手が選ばれた。

区
間
賞
を
獲
得
し
た
野
中
選
手
（
写
真
・
月
刊
陸
上
競
技
）

ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
上
原
選
手

最優秀投手と最優秀防御率の
2つのタイトルを獲得した飯田投手

敢闘賞を受賞した當山投手

秩父宮賜杯第57回全日本大学駅伝対校選手権大
会が11月2日、熱田神宮西門前（名古屋市）から伊
勢神宮内宮宇治橋前（三重県伊勢市）までをつなぐ 
全8区間・106.8キロのコースで開催された。オー
プン参加を含む全27チームが争う中、国学院大学陸
上競技部は5時間9分45秒で、4位でゴールした。1
区の尾熊迅斗選手（健体2）は快調な走りでトップ
とわずか1秒差の区間3位で襷をつないだ。2区の辻
原輝選手（史3）は粘り強く前を追いかけ、7位で3
区の野中恒亨選手（健体3）へ。野中選手は他大学
の選手と並走しながら先行する大学を次々と捉え、
区間賞の快走でチームは2位へ浮上。3年連続で4区
を任された高山豪起選手（法4）は激しい首位争い
の末、区間2位の好走で2位を維持した。後半戦、5
区は三大駅伝初出走となる飯國新太選手（法2）が
序盤から下位チームからの猛追を受けながらもトッ

プ争いを繰り広げ、区間2位と健闘。6区では同じく
三大駅伝初出走の浅野結太選手（経営2）が区間4
位、総合3位で中継所に飛び込んだ。各大学のエー
スが集う7区では青木瑠郁選手（健体4）が総合4位
で最終8区の上原琉翔選手（健体4）につないだ。上
原選手はレース序盤で一時3位に再浮上したが、終
盤は脇腹をおさえながら懸命に前を追いかけ、最終
的に総合4位でゴールした。 

レース後、区間賞を獲得した野中選手は「実力の
ある外国人選手と戦いたいと自分から志望し、その
役割を果たすことができたと思う。楽しみながら、
うまく走ることができた」と語った。

同部は、 令和8年1月2日、3日には東京・大手町
の読売新聞社前から箱根・芦ノ湖までを往復する箱
根駅伝に出場する。

陸上競技部

東都大学野球1部秋季リーグ2位
硬式野球部

全日本大学駅伝4位 野中選手が3区 区間賞

柔道部

体重別団体での学生日本一を争う男子第27回・女子第17回全日本学生柔道体
重別団体優勝大会が10月18、19日にベイコム総合体育館（兵庫県尼崎市）で開
催され、国学院大学柔道部は男子の部で3位に入賞した。男子の部は54大学が参
加。代表選手7人による点取り式のトーナメント戦で実施された。同部男子は1回
戦シードとなり、2回戦で帝京平成大学を相手に、2-1で順当に勝ち上がった。3
回戦は法政大学と対戦し、先鋒の清水雄護選手（経3）、中堅の小林開道選手（法
4）、三将の宮部蓮匠選手（観まち1）、副将の荒川琉正選手（健体1）がそれぞれ
一本を決め、4-1で勝利。準々決勝では桐蔭横浜大学と対戦。次鋒の宮部真臣選
手（観まち4）と、副将の荒川選手が技ありで勝利し2-2となり、内容勝ちで勝利
した。準決勝では東海大学と対戦して0-3で敗退。2年連続の3位入賞となった。

11月1日、2日には、階級別日本一を決める国内タイトルの一つである講道館
杯全日本柔道体重別選手権大会が千葉ポートアリーナ（千葉市）で開催された。
同部からは6人が出場し、60㎏級では宮部真臣選手、73㎏級では荒川選手がベス
ト16となった。また、90㎏級では院友の中村俊太選手（令7卒・133期健体、セ
ンコー㈱）が準優勝を果たした。

全日本学生柔道体重別団体 3位

全日本学生柔道体重別団体優勝大会後の柔道部男子ら（同部提供）
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K:DNA　　　創立143年を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える
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